






































キーワード：食意識､ 野菜摂取種類数､ 野菜認知度､ 調理､ 食育
短大生の調理・食事観 野菜の認知・嗜好・摂取状況からみた食育に関する一考察
と考え､ 今回は短期大学生を対象とした調理・食事観に関する調査の一環として野菜について
の認知度､ 好き嫌いの状況､ 野菜種類の摂取状況について､ アンケート調査を実施したので､
結果について報告する｡
２. 方法
アンケートは､ 質問紙による自己記入式留め置き法により､ 2007年前期 ｢クッキング｣ (調
理実習) の授業を受講している本学生活学科１年生を対象に､ ４月および７月に実施した｡ ４




起床・睡眠時間､ 健康状態､ 食事準備にかかわる状況､ 料理への関心､ 調理意識､ 調理の上達
感等22問であった｡ 本報告では野菜認知・嗜好・摂取状況を中心に検討した｡
野菜認知度は､ 74種類の野菜一覧表を用いて､ ｢１初めて聞いた､ ２知っているが食べたこ
とはない､ ３食べたことがある (が好きでも嫌いでもない)､ ４好き､ ５嫌い｣ の別を選択す
る方法によった｡ 摂取状況は朝食､ 昼食､ 夕食に食べた野菜を記述する方法によった (緑色の








３. １. １ 74種類の野菜の認知
74種類の野菜についての認知状況についての結果を図１に示す｡
74種類の野菜ごとに ｢初めて聞いた｣､ ｢名前は知っているが食べたことはない｣､ ｢食べたこ
とがある (が好きでも嫌いでもない)｣､ ｢好き｣､ ｢嫌い｣ を選んだ回答度数の％で示し､ 野菜
名は上から食経験の少ない順に示した｡ １日に食べた野菜の回答に一覧以外の野菜が出現しな
かったことから､ 日常用いる野菜は74種類で網羅されていると考えられる｡ 一般的に野菜は嫌
われることが多い､ というイメージがあるが､ 好きな野菜が嫌いな野菜より明らかに多い｡ ま
た､ 図中の ｢初めてきいた｣ ｢知っているが食べたことがない｣ を食経験のないもの､ ｢食べた
ことがある｣ ｢好き｣ ｢嫌い｣ を食経験のあるもの､ とすると､ 食経験のないものより､ 食経験
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図１－１ 野菜に関する認知度 (短大生４月､ 82)
短大生の調理・食事観 野菜の認知・嗜好・摂取状況からみた食育に関する一考察
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かし､ ４月と７月でよく似た傾向ではあるが､ それぞれの認知項目 (初めて聞いた～好き､ 嫌
い) を選んだ度数 (人数) で比較すると､ 表１のように ｢初めてきいた｣ は減少､ ｢知ってい
るが食べたことがない｣ は増加している､ これは４月のアンケートで野菜名を学習して知った
が実際には食べていない人のケースに起因することが大きいと考えられる｡ ｢好きでも嫌いで
もないが食べたことがある｣ は増加､ ｢好きな野菜｣ を選んだ学生はやや増加､ ｢嫌い｣ がやや








増加 (知識向上)､ 好きでも嫌いでもないが食べたことのある野菜が増加 (食経験の広がり)､
好きな野菜が増加しており､ 選択度数のみならず野菜の種類数においても向上している傾向が
認められた｡ これには､ 高校生から短大生になったことで､ 行動範囲や経験が増えて自然に食
に関する経験の幅が増えているとみることもできるが､ クレソンの例などは明らかに実習メニュー
に登場したことで認知が高まったと考えられる｡
50％以上の学生が ｢初めてきいた｣ 野菜は､ ４月の結果で､ アーティチョーク､ ずいき､ あ
さつき､ あしたば､ くわい､ とうがん､ クレソン､ なばな､ じゅんさい､ たらのめ､ せりで､
同じく50％以上の学生が名前は知っているが食べたことのない野菜は菊 (花)､ チンゲンサイ､











好き 1587 1680 ＋93






好きな野菜の上位にあがっているのは､ かぼちゃ､ とうもろこし､ 枝豆､ トマト､ ほうれん
そうなどで､ 園児から高校生のアンケート結果８においても､ 枝豆､ とうもろこしが好まれて
おり､ 類似傾向にあった｡ またこれらの野菜は甘味､ うまみがあり､ 生のままか単にゆでるだ
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表２ 30％以上の学生が選択した野菜
４月 (＝82) ７月 (＝84)
初めてきいた
アーティチョーク､ ずいき､ あさつき､
あしたば､ くわい､ とうがん､ クレソ
ン､ なばな､ じゅんさい､ たらのめ､
せり､ わけぎ､ うど､ ゆりね
(14種類)
アーティチョーク､ あさつき､ ずいき､
あしたば､ くわい､ とうがん､ なばな､




きく (花)､ チンゲンサイ､ つくし､
モロヘイヤ､ ふきのとう､ にがうり､
せり､ ゆりね､ みょうが､ なずな､ う
ど､ わらび､ よもぎ､ 芽キャベツ
(14種類)
つくし､ セロリー､ きく (花)､ なず
な､ ふきのとう､ モロヘイヤ､ うど､
にがうり､ わらび､ たらのめ､ なばな､
ふき､ ブロッコリー､ せり､ 芽キャベ
ツ､ みょうが､ じゅんさい (17種類)
食べたことあり
好きでも嫌いでもない
にんにく､ しょうが､ こまつな､ さや
えんどう､ はつかだいこん､ パセリ､
ねぎ (葉)､ ねぎ (根深)､ にら､ 大根
(根)､ そらまめ､ さやいんげん､ れん
こん､ にんじん､ たまねぎ､ かぶ (根)､
オクラ､ わさび､ ピーマン､ なずな､
らっきょう､ ブロッコリー､ 春菊 (しゅ
んぎく)､ セロリー､ ごぼう､ レタス・
サラダ菜､ よもぎ､ はくさい､ 貝割大
根､ きゅうり､ カリフラワー､ もやし､
ほうれんそう､ 水菜 (＝京菜)､ アス
パラ (グリーン)､ みつば､ なす､ か
ぶ (葉)､ アスパラ (ホワイト)､ わら
び､ しそ､ みょうが､ たけのこ､ ぜん
まい､ つくし､ ししとうがらし
(46種類)
こまつな､ にんにく､ にら､ ねぎ (根
深)､ パセリ､ チンゲンサイ､ ブロッ
コリー､ ねぎ (葉)､ しょうが､ きゅ
うり､ れんこん､ にんじん､ よもぎ､
ごぼう､ さやえんどう､ キャベツ､ さ
やいんげん､ わさび､ かいわれ大根､
水菜 (＝京菜)､ かぶ (根)､ 大根 (根)､
オクラ､ 春菊 (しゅんぎく)､ ししと
うがらし､ そらまめ､ はくさい､ カリ
フラワー､ たまねぎ､ みつば､ アスパ
ラ (グリーン)､ ピーマン､ レタス・
サラダ菜､ ほうれんそう､ かぶ (葉)､
なす､ たけのこ､ はつかだいこん､ も
やし､ なずな､ らっきょう､ 芽キャベ
ツ､ ふき､ アスパラ (ホワイト)､ ぜ
んまい､ のざわな (漬け物)､ ふきの





たけのこ､ もやし､ ほうれんそう､ ト
マト､ レタス・サラダ菜､ ごぼう､ 大
根 (根)､ たまねぎ､ なす､ しそ､ きゅ
うり､ れんこん､ ブロッコリー､ アス
パラ (グリーン)､ ねぎ (葉)､ にら､
水菜 (＝京菜)､ にんじん､ かいわれ
大根､ ねぎ (根深)､ にんにく
(27種類)
かぼちゃ､ とうもろこし､ えだまめ､
トマト､ ほうれんそう､ もやし､ はく
さい､ たまねぎ､ たけのこ､ レタス・
サラダ菜､ キャベツ､ グリーンピース､
大根 (根)､ しそ､ アスパラ (グリー
ン)､ なす､ ごぼう､ れんこん､ きゅ
うり､ ピーマン､ にんじん､ にんにく､
にら､ ねぎ (葉)､ さやえんどう､ か
いわれ大根､ ねぎ (根深)､ 水菜 (＝
京菜)､ のざわな (漬け物) (29種類)
嫌い
かぶ (葉)､ パセリ､ らっきょう
(３種類)




嫌いな野菜は､ 好きな野菜に比べて意外に少なく､ かぶの葉､ らっきょう､ わさびがあげら
れた｡ 園児から高校生の場合の結果で嫌われることが多かった野菜はセロリ､ パセリ､ わさび､
らっきょう､ ししとうがらしであった｡ 若年層と同様に､ 短大生の場合にもラッキョウ､ わさ
びなど､ 特有のにおいや辛味のあるものが嫌われやすい傾向にあった｡













が食べたことがない｣ ２点､ ｢嫌いな野菜｣ ３点､ ｢好きでも嫌いでもないが食べたことがある｣
４点､ ｢好きな野菜｣ ５点として､ トータルの点数を算出し平均すると､ 短大生では2596となっ
た｡ 同時に調査したデータではないが､ 園児2536､ 小学生2566､ 中学生2469､ 高校生2573と
比較すると５､ 短大生では認知が高くなっており､ 成長とともに当然ながら食材への認知は高
くなっていく傾向が認められた｡ なお､ 一人当たりの食経験のある野菜数は､ 74種類中541種














は､ 頻度の高い順に､ ４月ではピーマン､ ナス､
トマト､ キャベツ､ にんじん､ きゅうり､ レタ
ス､ アスパラガス､ ７月の結果ではピーマン､
ナス､ ネギ､ きゅうり､ トマト､ にんじん､ キャ
ベツ､ たまねぎ､ があげられた｡ 嫌いな野菜に
ついての調査は多く､ カゴメの調査では９､ ピー
マン､ ねぎ､ なす､ トマトが上位にあり､ 他の
調査でも10､ ピーマン､ があげられることが多
い｡ また､ 必然ながら ｢食べられるようになっ
た｣ 野菜としてあげられるものも､ これら嫌わ
れやすい野菜の上位を占めるものが多く､ ピー







｢ゴマ和えにする｣ などといった調理上の変化や工夫が一番多かった｡ 次に､ 感じ方が変わっ
た､ 自然になんとなく食べられるようになったといいう理由が多く､ 味覚の変化による嗜好変
化が認められる｡































３. １. ６ 出現頻度の高い野菜
朝食､ 昼食､ 夕食ごとに摂取した野菜を記録したものから食事ごとに出現する頻度の高い野
菜をみると､ 一番よく食べられているのがレタス・サラダ菜類､ 続いて､ にんじん､ 玉ねぎ､
キャベツ､ トマト､ きゅうり､ ネギ､ と上位はやはり指定野菜 (芋類は除く) である (図５)｡
１日分の記録に､ １回以上出現した野菜の種類はアンケート有効回答者４月：76名で29種類､
７月：82名で30種類であった｡ 全般的に夕食での喫食が多く調理にゆとりのある場合には皿数
も増え副菜の数も増えやすいということが推測される｡ また､ 摂取頻度の高い野菜は朝食､ 昼
食､ 夕食ともに共通に食されている傾向がみられる｡ さらに､ ４月より７月で夏野菜のトマト
やキュウリ､ ナスなどが多くなる傾向が認められた｡ ちなみに､ ２月に実施した同様なアンケー

















３. ２. １ 認知得点と野菜摂取





















































るためにも､ 野菜の摂取向上がのぞまれる｡ 若い世代の朝食欠食､ 野菜不足を改善していくこ












５：認知度は､ 食事準備の手伝いをする人､ 得意料理がある人､ で有意に高いので､ 若年層に
おいては､ 積極的に食事作りにかかわることを促進することが､ 野菜摂取促進につながる
可能性が高いと考えられる｡
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